
戦
前
の
わ
が
国
の
精
神
病
学
は
ド
イ
ツ
精
神
病
学
の
流
れ
を
く

む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
に
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者

も
か
な
り
お
お
い
。
し
ら
べ
た
範
囲
で
そ
れ
ら
の
人
を
み
て
い
こ

ア
フ
。

松
原
三
郎
（
一
八
七
七
’
一
九
三
六
）
、
金
沢
医
科
大
学
教
授
。
高

峰
讓
吉
の
話
し
を
き
い
て
合
州
国
留
学
を
こ
こ
ろ
ざ
す
、
私
費
（
前

半
苦
学
）
。
一
九
○
三
’
○
九
年
、
ワ
ー
ド
島
病
理
学
研
究
所
（
マ

ン
ハ
タ
ン
州
立
病
院
）
（
ア
ド
ル
フ
。
マ
イ
ャ
）
・
途
中
か
ら
ド
イ
ツ
に

い
く
予
定
が
、
マ
イ
ャ
に
魅
せ
ら
れ
て
そ
こ
を
つ
づ
け
る
。
神
経

病
理
。
そ
の
勤
勉
さ
・
誠
実
さ
を
マ
イ
ャ
に
印
象
づ
け
た
。
帰
国

し
て
、
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
批
判
的
。

齋
藤
玉
男
二
八
八
○
’
一
九
七
二
）
、
日
本
医
科
大
学
教
授
、
東
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前
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学
者

ｌ
松
原
三
郎
、
齋
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
Ｉ

岡

田
靖
雄

京
府
立
松
沢
病
院
副
院
長
。
一
九
一
四
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
大

戦
勃
発
で
合
州
国
に
わ
た
っ
た
。
野
口
英
世
の
紹
介
を
え
て
一
九

一
四
Ｉ
一
六
年
と
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
（
マ
イ
ャ
）
。
私

費
。
神
経
病
理
学
。
の
ち
、
社
会
精
神
医
学
面
の
自
由
な
発
言
。

杉
田
直
樹
（
一
八
八
七
’
一
九
四
九
）
、
名
古
屋
大
学
教
授
。
一
九

一
三
’
一
四
年
と
ド
イ
ツ
、
大
戦
で
帰
国
。
一
九
一
五
’
一
八
年

と
マ
ン
ハ
タ
ン
州
立
病
院
病
理
学
研
究
所
（
ホ
ホ
）
、
ウ
イ
ス
タ
解

剖
学
研
究
所
（
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
）
。
神
経
病
理
学
。

丸
井
清
泰
（
一
八
八
六
’
一
九
五
三
）
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
、
弘

前
大
学
学
長
。
一
九
一
六
’
一
九
年
と
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
（
マ
イ
ャ
）
。
神
経
病
理
学
。
帰
国
し
て
精
神
分
析
学
を
導
入
。

石
田
昇
（
一
八
七
五
’
一
九
四
○
）
。
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
。

一
九
一
七
’
一
八
年
と
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
（
マ
イ
ャ
）
。

分
裂
病
を
発
し
て
同
僚
を
殺
害
し
て
有
罪
。
一
九
二
五
年
帰
国
。

松
本
高
三
郎
（
一
八
七
一
Ｔ
一
九
五
二
）
、
千
葉
医
科
大
学
学
長
。

一
九
一
七
’
二
○
年
と
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
（
マ
イ
ャ
）

↓
ロ
ン
ド
ン
市
精
神
神
経
病
理
研
究
所
。
神
経
病
理
学
。

植
松
七
九
郎
（
一
八
八
八
’
一
九
六
六
）
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
。

一
九
一
八
’
二
二
年
と
ボ
ス
ト
ン
州
立
病
院
病
理
学
研
究
所
、
ハ

70(70)



地
を
つ
く
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

－
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
。
神
経
病
理
学
。
の
ち
精
神
衛
生
運
動
に
た
ず

さ
わ
る
。

小
峯
茂
之
（
一
八
八
五
’
一
九
四
三
、
王
子
脳
病
院
院
長
。
一
九

一
八
’
一
九
年
と
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
（
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
）
・
神
経
化
学
。

松
村
常
雄
（
一
九
○
○
’
八
一
）
、
名
古
屋
大
学
教
授
、
国
立
精
神

衛
生
研
究
所
所
長
。
一
九
三
三
’
三
五
年
と
ロ
ク
フ
ェ
ラ
財
団
医

学
研
究
生
と
し
て
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
。
戦
後
、
動
態
〔
力
動
〕

精
神
医
学
導
入
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
野
田
浦
弼
（
京
都
府
立
医
科
大
学
）
が
一
九

一
七
年
に
、
ま
た
永
坂
源
一
、
水
津
信
治
も
、
合
州
国
に
留
学
し

て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
第
一
次
大
戦
期
に
合
州
国
に
留
学
し
た

人
が
お
お
い
。
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
マ
イ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て
そ

の
所
に
腰
を
お
ち
つ
け
、
し
か
も
そ
の
仕
事
・
人
柄
を
評
価
さ
れ

た
松
原
が
、
日
本
人
の
精
神
病
学
者
を
う
け
い
れ
や
す
く
す
る
素

留
学
し
た
精
神
病
学
者
を
な
ら
べ
る
と
、
わ
が
国
の
精
神
病
学

に
お
よ
ぼ
し
た
マ
イ
ャ
の
影
響
は
お
お
き
い
。
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ

ヤ
ニ
八
六
六
’
一
九
五
○
）
は
ス
イ
ス
う
ま
れ
で
、
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
、

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
に
ま
な
ん
で
合
州
国
に
う
つ
っ
た
。
精
神
生
物

学
を
唱
導
し
た
マ
イ
ヤ
は
、
の
ち
の
動
態
精
神
医
学
の
基
礎
を
つ

く
っ
た
。
な
お
、
外
国
の
医
学
者
を
評
価
す
る
ば
あ
い
、
日
本
人

の
医
学
者
を
そ
だ
て
た
人
に
も
っ
と
関
心
を
む
け
る
必
要
が
あ
る

（
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
）
。

石
田
は
こ
の
の
ち
松
沢
病
院
で
生
涯
を
お
え
た
。
か
れ
は
、
戦

前
に
も
す
ぐ
な
く
な
か
っ
た
留
学
生
の
精
神
疾
患
と
い
う
問
題
を

お
お
き
く
提
起
し
て
い
る
。

さ
て
、
戦
前
の
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
た
ち
は
、
ド

イ
ツ
精
神
病
学
に
そ
う
わ
が
国
の
精
神
病
学
を
お
お
き
く
か
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
お
け
る
動
態
精
神
医
学
受
け
入
れ

へ
の
あ
る
程
度
の
土
壌
づ
く
り
を
し
た
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）
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